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　我が国が少子高齢化に伴う先例の無い政策課題群への対応を迫られている中、世界経済
の牽引役としての役割が期待されるASEAN諸国もまた、経済発展に伴い複雑化する政策課
題への対応に追われています。

こうした状況を背景として、インドネシア、フィリピン、タイ、ベトナム及び日本の5ヶ国共同の試
みとして、国や地域の課題解決力がどのような要素により規定されるかを2013年から研究し
てきました。とりわけ、従来の方法では解決困難な課題に対して新たな政策を機動的に創成
する「政策イノベーション」のメカニズムの解明に、日本発の知識創造経営理論を手掛かりに、
政治学・行政学と経営学の垣根を越えて取り組んできました。本フォーラムでは、各国の第一
線の有識者が集い、この共同研究の成果を紹介するとともに、国や地方自治体の課題解決力
を増進するための実践的な「知」を探ります。
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